
学校番号 ３０２０B 

 

令和２年度  地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 日本史 B 単位数 ２ 年次 ２ 

使用教科書 詳説日本史 B （山川出版） 

副教材等 新詳日本史（浜島書店） 日本史重要語句チェック（啓隆社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

日本史を通史で学習していきます。史料や図録も参考にしながら、古代からの日本の歴史上の出来事

や制度について理解し、考察できるようになりましょう。入試対応の科目となり、深い内容になります

ので、授業プリント等を活用し、復習しながら学習を進めてください。なお、小テストも適宜おこない

ます。 

 

２ 学習の到達目標 

●日本の歴史上の出来事や制度等を、世界の歴史や史料などと関連付けながら考察することができる。 

●古代から現代に至るまでの日本の歴史を学ぶことで、日本独自の文化や伝統についての認識を深め、 

国際社会の一員である日本国民としての自覚を持つ。 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a：関心・意欲・態度 b：思考・判断・表現 c：資料活用の技能 d：知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日本の歴史上の諸問

題への関心や意識を

高め、主体的に問題を

設定し、解決しようと

する。 

歴史に関連する諸問

題等を、身に付けた知

識などを用いて読み

解き、考察することが

できる。 

歴史上の諸問題等に

関連する史料を収集

し、有用な情報を選択

し、読み取ったり、自

分の力でまとめるこ

とができる。 

日本史に関する基本

的な用語が定着し、そ

の知識を身につけて

いる。また、日本と世

界の歴史の結びつき

を関連付けて理解し

ているか。 

評
価
方
法 

ワークシート 

学習状況の観察 

定期考査 

 

定期考査 

レポート 

定期考査 

ノート・プリント 

[主題学習] 

グループワーク等の

取組 

[主題学習] 

レポート 

[主題学習] 

ワークシート 

[主題学習] 

内容のまとめ 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

  

※ 「主題学習」とは主題を設定して行う学習活動で、適切な時間を確保して行う。 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b c d 

後
期 

原
始 

・日本文化のあ 

けぼの 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:歴史を考察するという基本的な姿勢を

身につけ、歴史に対する関心を高めら

れている。 

b:原始社会からいかにして統一国家が形  

成されたかやその過程を、身につけた

知識をもとに考察し、適切に表現する

ことができる。 

c:遺跡や遺物、文書などの史料に着目し、 

それらを読み取ったり、図表などにま

とめることができる。 

d:先史時代からの日本の歴史に関する重 

要語等の知識を、当時の国際環境など

とも関連付けて身に着けている。 

ワークシ

ート 

学習状況

の観察 

古
代 

・律令国家の形 

 成 

・貴族政治と国 

風文化 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

a:律令国家の形成過程や周辺国との関係 

性について、関心を高められている。 

b:国としてのまとまりや秩序がいかに形

成されたのかについて、多角的に考察

を行い表現することができる。 

c:設定された時代についての史料などを 

読み取り、有用な情報を選択してまと

めることができる。 

d:律令体制の成り立ちの過程や各時代の

文化の成立などを、東アジア世界の関

係とともに理解しているか。 

定期考査 

学習状況

の 観 察 

ワークシ

ート   

中
世 

・中世社会の成

立 

・武家社会の成 

 長 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:武士の支配や鎌倉時代の新仏教の動向

について関心を持ち、追求しようとし

ている。 

b:武家社会がいかに成立したのかについ

てを多面的・多角的にとらえ、その特徴

を適切に表現することができる。 

c:中世における日本の各時代の特徴を、史 

料等を参考にし、国際環境や周辺国と

の関係についても考察することができ

る。 

d:中世の日本社会の特徴や重要語などに

関する知識を身に着け理解している。 

定期考査 

ワークシ

ート 

学習状況

の観察 



 


